














































１　評価対象施設

団体名

所在地

２　利用状況（目標と実績）

ｃ 人

３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

% % % % %

% % % % %

% % % % %

3,111,127 2,586,020 2,577,000 2,595,000 2,613,000

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、次年度以降（指定期間内）は、予算を記載する。

0 0

内、再委託料

自主事業費

27,419,459 28,052,000 28,652,000 28,652,000

11,303,488 14,718,000

32,062,000 32,062,000

20,800,000 20,800,000

6,460,000

3,602,000

令和9年度予算
（指定期間４年目）

令和10年度予算
（指定期間５年目）

1,200,000

0

2,955,257

2,5002,500

15,128,000 15,548,000

10.0

0

21.8

37.3

8.5

20.5

46.8

8.2

2,871,776 3,410,000 3,410,000 3,410,000

30,974,515 30,291,235 31,462,000 32,062,000 32,062,000

3,602,000

1,073,640 1,085,635 1,200,000 1,200,000

目標

8,500

30.0

8,314

26.8

9,801

21.8 30.0

4,880 5,000

2,500 3,227 2,500 3,820 2,500

―

実績
施設

海浜

みなと

55,000 75,560 57,500 80,665

施設設置目的

主な実施事業

目標 実績

ａ 利用者数 人

令和６年度 令和７年度
単位成果指標

500 209 500 1,353

元禄

30.0

海浜真砂土

31,462,000

7,021,875 6,599,500 6,460,000 6,460,000

19,600,000

95.0 95.0

区　　　　分

元禄

―

5,000

令和8年度予算
（指定期間３年目）

30,974,515 30,291,235

令和6年度決算
（指定期間１年目）

令和7年度決算
（指定期間２年目）

収入計

指定管理料

利用料収入

教室等事業収入

その他（自主事業収入等）

3,279,000 3,006,100 3,602,000

19,600,000 20,200,000

支出計

事業費

内、人件費

22.7

36.8

20.1 20.1

47.2 48.5

8.1 8.1

0事業収入

利用料比率

人件費率

再委託費比率

Ａ-Ｂ

Ｃ/Ａ

Ｄ/Ｂ

Ｅ/Ｂ

28,019,258

実績

8,500 8,086 8,500 8,500 8,500

目標 実績目標 実績

95.0

65.0 65.0 65.0

令和８年度 令和９年度 令和１０年度

60,000 62,500 65,000

目標

500 500 500

公　 募　・　非公募 評価実施年 指定期間　５年のうち　２年目

令和７年度　指定管理者管理運営事業評価シート

赤穂元禄スポーツセンター、赤穂の天塩海浜スポーツセンター及びみなとひろば

赤穂市御崎1783番地1、海浜町141番地　外

選定方法

公の施設の名称

所在地

指定管理者 指定期間
開始日

終了日

令和6年4月1日

令和11年3月31日

本施設を利用することで、生涯を通じてスポーツに親しみ、健康・福祉の増進を図るとともに、地域のにぎわいづくり
に貢献することを目的とする。

一般及び団体への施設貸出に伴う使用許可、使用料徴収、各種スポーツ教室運営に伴う告知、参加料徴収、指導
業務、また施設管理における体育館、公園内運動施設、公園内植栽等の維持管理業務、サッカー、フットサル、グラ
ウンドゴルフ等の自主事業

11,397,497

30.0 30.0

ｂ

ｄ

神姫バスグループ＆特定非営利活動法
人赤穂市スポーツ施設管理運営協会

兵庫県姫路市花田町一本松1-1

利用率 ％
海浜人工芝

海浜真砂土

みなと

90.0 100.0 95.0 100.0

65.0 66.0 65.0 67.3

目視確認数

自主事業
参加人数

人
みなと 5,000 4,379 5,000 5,000

10.0 10.1 10.0 10.6 10.0 10.0 10.0

― 8,907 ― ― ―



４　事業評価

総　括

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

施設管理

経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。

広報活動

苦情等対応

事業評価

提案事項

③
安
定
性

経理事務

予算執行

経費縮減

収支状況

総　括

評価区分

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行

人員体制

第三者への委託

法令遵守等

個人情報保護

情報公開

管理記録

連絡調整

緊急対応

財務状況

利用者対応

事業運営

維持管理

利用状況

総　括

環境配慮

自己評価 所管評価

B B

B B

B B

評価項目

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

A A

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

B B

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。

外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。

外部委託業者に対して協定書等を遵守している。

法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。

個人情報保護に関する法令を遵守している。

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じている。

省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。

事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。

情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。

業務日誌等を適切に整備、保管している。

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。

協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。

市、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行っている。

指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。

①サービスの履行に関する評価

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。

利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。

指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。

利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。

協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。

事業計画に即し、必須事業を実施している。

施設の目的に沿った自主事業を実施している。

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。

仕様書等に従い、維持管理を適切に行っている。

仕様書等に従い、設備の保守管理を行っている。

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。

収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。

②サービスの質に関する評価

③安定性に関する評価

B B

B B

B B

専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。

収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

総合評価

良好

要改善

優良

良好

前年評価

所見
（成果、課題等）

要改善

自己評価・所管評価 優良

良好

要改善

優良総　　　　括

自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

優良、要改善以外の評価

自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

評価項目の評価が全てB以上であり、かつAが過半数である。

優良、要改善以外の評価

評価項目の評価の内、Cが１割以上含まれる。

【自己評価】

　赤穂海浜スポーツセンターの利用人数が過去最多の8万人を超える結果となった。
　背景には定期利用団体の利用形態の変化や市外団体の利用増加などがあり、結果として過去最多の利用者数と
なった。
　一方で少子化の影響により大会規模の縮小傾向が続き、今後は利用者数の伸び悩みが懸念される。
　施設管理面では開設後10年が経過し、人工芝グラウンドの劣化や摩耗が散見されており、定期的な整備を行い快
適な施設環境を提供しているが、利用の多さにより劣化が進行することが明白であり、数年内での全面張替えを要
望する。
　施設改修面では人工芝グラウンド北側に防球ネットを増設いただき、設置以降はボールが北側住宅地に飛び込む
こともなく、地域住民との関係性が保たれていると認識している。
　昨年度より導入したキャッシュレス決済についても、一定の利用があるものの、特定の利用者のみとなっており、
サービス向上に向けた周知も必要になると考えており、その他、利用者の利便性が向上されるサービスの導入も検
討していきたい。

【所管評価】

　協定書を遵守し、指定管理者として円滑な管理運営に努めている。
　特に海浜スポーツセンターは、利用者が過去最多となり多くの方に利用していただいたが、日頃の円滑な管理運
営を継続していただくことがリピーターの獲得に繋がると思われる。
　施設の経年劣化等、様々な課題が出てくると思われるが、今後も市と連携しながら、サービスの向上に努めていた
だきたい。

総合評価B B


